





































































的な建造を前提とすれば NMM万～ NOM万総トン、平時を前提とすれば約 UM万総トンであったと言
える。また、人員面では、NVQR年に各造船所が大量の解雇を行った後の NVQS年 S月の段階で、主


























































NP）ただし、この第一次計画造船には後に非承継続行船であった a 型船 S 隻が加えられたため、最終的には建



















































この時の引き合いは、成約までに時間はかかったものの、最終的には NVQU 年度中に NS 隻、約
SOIMMM総トンの契約が具体化した OP）。ところが、いわゆるドッジ政策の一環として、こうした複数
レート制が廃止され、Nドル PSM円の単一為替制が NVQV年 Q月から実行に移されると状況は一変し、
輸出船の受注は急減した。それまで船価の割高分を吸収していた円安効果が失われ、国際的な水準
































































































PN）「第五次船受注の意義　大型船建造に真価を示す好機会」、『神船時報』第 R号、NVQV年 NN月 N日、第 N面。
PO）当時の神戸造船所の所長によれば、同所はまさに「中重を支える大黒柱」であった（『神船時報』特集号、
NVRN年 N月 NN日、第 N面）。
PP）『神船時報』第 O号、NVQV年 V月 NS日、第 N面。
PQ）「サジェストシステムについて」『神船時報』第 V号、NVRM年 N月 N日、第 P面。
柴　孝夫：戦後初期の造船業における生産工程改善への試み TR
るという、手厚い報償が用意されていた。NVQU年秋の神戸造船所の賃金ベースは UINMM円であった







に上がったわけで、しかも補助材料費も NM分の Nになったから、最終的には N船当たり約 V万円が
節約されたといわれている PS）。
こうした所内からの提案制度を導入しつつ、神戸造船所では抜本的な合理化策を探求して、外部



















PT）「注目さるゝ推進区方式　合理化に前進する製罐工場の再編成」『神船時報』第 OR号、NVRM年 V月 N日、第
O面。なお、『神船時報』の前の号ではこの診断が O月 N日から Nヶ月間にわたって行われたという記述がある
ものがあるが（前掲・「船価はなぜ高いか」）、前後の関係から見て多分誤植であろう。










































































































































常に合致させる F、進度管理 E 工事を予定通りに進め、遅延の防止ないし早期発見等早期処置を講









































QP）「採算性の向上に全力をあげよ」、『神船時報』第 RU号、NVRO年 N月 NS日、第 N面。なお、同社の決算では
第 N期は損益 Mとなっている。これは、「当期損失金」を「再評価積立金」の一部取り崩しで相殺したことに
よるもので、実際にはこの期の損失は S億 QIUQR万円にのぼった（「中日本重工業株式会社第 N期営業報告書」）。
QQ）「九モデル・ショップ決定」、『神船時報』第 RU号、NVRO年 N月 NS日、第 R面。
QR）同上
QS）「jp運動はモデルショップの努力と全従業員の協力で」、『神船時報』第 SM号、NVRO年 O月 NS日、第 O面。
QT）「jp運動の目ざすもの」、『神船時報』第 SM号、NVRO年 O月 NS日、第 N面。
QU）「最も効果的な働く組織へ」、『神船時報』第 SP号、NVRO年 Q月 N日、第 P面。
QV）「材料節減に努めるjp運動」、『神船時報』第 SS号、NVRO年 R月 NS日、第 O面。





























RN）「設計二課を新指定―第二期に入るjp運動」、『神船時報』第 SV号、NVRO年 T月 N日、第 O面。
RO）神戸造船所の所内報では同年 U 月 NS 日号まではこの運動についての記述が出てくるが、その号を最後に、
この運動について言及されることはなくなっている。
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